
 2026年度グローバルPBL（派遣）実施報告 

海外建築研修
実施期間 実施国 共同実施機関 対象 参加者 本学担当教員

図5 敷地調査 図6 建築視察 図7 都市視察

小塙　芳秀(建築学科)、前田
英寿(建築学科)

図1 集合写真

本プログラムは2018年度より建築学部建築学科が専門科目「海外建築研修」として実施しているグローバルPBLである。2026年度は本学2年生38人と協定校イオ
ン・ミンク建築・都市大学（ルーマニア）建築学部2年生20人が、建築・都市計画の革新都市バルセロナ（スペイン）にあるバルセロナ建築センターを拠点に２週間合
同の建築設計演習を行ってアイデアとスキルを競って高め合った。両校数名ずつ一組になって旧港地区にある中世の造船所（現・海事博物館）と近世の旧税関事
務所を題材に水辺空間のリノベーション（保全再生計画）を計画し設計した。建築や都市・地域の見学や地元建築家へのヒアリングも交えた。指導には本学教員2
人と協定校教員3人、本学ティーチングアシスタント4人のほかバルセロナ建築センターから本学客員教授でもある建築家ミゲル・ロダンと他教員1人、コーディネー
ター１人、およびサポートスタッフ1人があたった。											
											
											
											

図2 グループ作業 図3 グループ指導 図4 発表会

2026年08月19日
～2026年09月01日
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